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1　はじめに
　看護職の専門職化に伴う高学歴化、看護の質の向上
のための継続教育の必要性については、文献でも多く
取り上げられている。しかし、現在の看護教育では、
実際的、応用的学習は、学校卒業後の現任教育に委ね
られているのが現状である。
　当院では、平成10年度の棒眉4年以下の看護婦が占
める割合は57％と高い。そのため院内教育も、看護の
質の維持と向上を目的に、昨年からレベル別研修に移
行している。このような状況下でスタッフの現任教育
にあたるのが、管理者である婦長・主任である。
　そこで、実際に管理者は、どのような教育観をもっ
ているのか、自らの学習をどのように考えているのか
また、婦長と主任での違いがあるのか等、管理者の教
育観・学習観に関する調査を行い、検討した。
ll研究方法
1）調査対象
　　当院に勤務する、各看護単位の婦長27名、主任26
名、計53名。
2）調査期間
　平成10年6月9日から6月17日まで
3）調査内容および方法
　　自作の質問紙により、無記名で調査した。教育が
必要と感じる対象、対象を選んだ理由、その理想像、
教育内容、方法、評価、評価の活用ならびに、管理
者自身の学習観について、多種選択、または自由に
記載してもらった。回収率は84％である。
m　結果および考察
1）回答者の背景
　　婦長27名、主任26名、計53名であった。年齢構成
　は30歳から60歳以上までで40歳未満が25名、47％、
平均年齢は40．5歳、婦長が43．6歳、主任が37．5歳で
　あった。職位の経験年数は5年未満が52．8％で、婦
長では5～9年が37％で一番多く、主任は5年未満
が73％であった。一般学歴は、高校卒業が75，5％、
　専門学歴では、専門学校卒業が93．6％であった。教
育委員の経験は、全体では47．2％の人が、婦長は
62．9％の人が経験があった。〈図1＞
2）婦長・主任が教育を必要と感じる対象について
　婦長・主任が教育を必要と感じる対象を、新人、
中堅（卒後2～4年目）、リーダー層（5年目以上）、
指導係、主任、婦長の中から第2位まで選択しても
　らい、調査した。一位に選んだ対象では、全体で
新人が66％、次いで中堅が22．6％で、5．6％の人が
婦長・主任を一位に選んでいた。職位別にみても同
様な傾向であった。
　二位では、全体で中堅が45．2％、次いでリーダー
層の28．3％であった。婦長はリーダー層が最も高率
で、次いで中堅の順であった。主任は全体と同様な
傾向だが、中堅の占める割合が高かった。この結果
　は、当院の職員構成比率の影響が反映していると考
える。〈図2＞
3）対象を選んだ理由について
　教育を必要と感じる対象を選んだ理由を、一位、
二位ともに自由記載してもらい、調査した。
　　その内容は、個人、社会、管理、教育的理由に分
類された。新人を一位に選んだ理由には、個人では、
　基本的な知識・技術・能力に関すること、管理では、
職場適応のこと、教育では、学校教育と臨床との差
や最初の教育の価値について等があがっていた。
　　婦長は、管理が26．9％、教育が42．3％、主任は、
社会が20％、教育が55％と多く認あられた。
　　二位の中堅の理由では、個人は、看護や業務に対
　する姿勢や看護実践に関すること、社会には、専門
　職業人としての確立や仕事の継続意欲について、管
　理では中堅の担う組織や病棟における役割のこと、
教育では学習姿勢について等があがっていた。
　　婦長は、社会、管理的理由が、主任は、個人、管
　理的理由が多く認められた。　〈表1＞
4）対象の理想像について
　　一、二位に選んだ対象に対し、必要と思われる能
　力を20項目から優先順位3項目選んでもらい調査し
　た。
　　一位の新人の理想像としては、全体では、1位が
　「感受性」50％、2位が「思考力」47％、3位が
　「責任感」38％であった。職位別では、婦長の1位、
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　2位は同様で、3位には、　「責任感」と「理解力」
が同率であり、主任は、同一項目の順不同で、1位
は「思考力」であった。
　二位の中堅では、　「判断力」と「実践力」が45．4
％で同率1位で、　「責任感」　「柔軟性」が31．8％で
同率2位であった。婦長の1位は「柔軟性」、主任
の1位は「実践力」であった。〈図3＞
5）教育内容について
　望まれる能力を育成するための教育内容を40項目
から3項目選択してもらい、調査した。
　一位の新人では、「接遇」69．6％、「コミュニケ
ーション」57．5％、「看護過程」39．4％の順で、社
会人、看護婦として基本的に必要な項目が、上位に
認められた。主任は、1位が「看護過程」で、日々
の対象との関わりが関与していることが推察される。
　中堅では、　「ターミナルケア」95．6％、　「看護診
断」52．1％、「カウンセリング」34．8％の順で、新
人に比べ、各論志向が認められる。〈図4＞
6）学習方法について
　選んだ対象に必要な教育内容を21項目の学習機会
から当てはまる項目を、全て選んでもらい、調査し
た。
　新人では、　「日々の看護活動の中で指導する」
　「看護単位の勉強会を活用する」が97．1％で同率1
位、2位が「院内の研修会への参加」で91．4％であ
った。院内での学習機会は、全て80％以上で活用し
たいと考えられているが、院外のものは50％以下で
あった。
　中堅では、　「看護協会主催の研修会への参加」が
83．3％で1位、2位が79．1％で「日々の看護活動の
中で指導する」　「院内の研修会への参加」が同率で
あった。　「学会・研究会活動への参加」等、院外の
学習に対し50％以上で活用が望まれている。職位別
による傾向の差異は認められなかった。〈図5＞
7）教育評価について
　教育の成果をどのように評価しようと考えている
かを自由記載してもらい、調査した。
　その結果は、時期、内容、方法に分類できた。時
期は定期的に行う、日々の成長をみる等の形成的評
価が65．7％、年度末や一年後の成長度や達成度をみ
ようとする総括的評価が34．3％の割合で認められた。
　内容、方法は、本人並びに周囲の人達からの情報
や、あらゆる場面から具体的、多角的に対象を捉え
ようとしている姿勢がうかがえる。婦長は、総括的
評価が多く、主任は、形成的評価が多く認められた。
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　中堅では、新人の評価項目に診断的評価が加わり
内容的にも役割遂行状態や後輩への指導状況などが
追加されていた。新人と中堅の評価を同一とした回
答が24．5％認められた。〈表2＞
8）評価の活用について
　評価した結果の活用について、7項目から当ては
まる項目を全て選択してもらい、調査した。
　新人に対し、全体で1位は「知識・技術の確認と
　して参考にする」が100％、2位が「次の教育目標
の資料とする」で80％であった。職位別でも差異は
なかった。中堅では、1位は「次の教育目標の資料
とする」82．6％、2位が「知識・技術の確認として
参考にする」78．3％であった。新人は知識・技術の
チェックに、中堅は今後の教育方針に着目されてい
るように推察される。〈図6＞
9）管理者自身の学習観について
　　自分の学習の目標として、どのような管理者にな
りたいか、自由記載してもらった。その内容は、自
分自身、スタッフ、環境のことに分類された。自分
　自身のためが71．5％、スタッフのためが25．8％、環
境は2．6％であった。
　婦長は、バランスがとれている、感情のコントロ
ールができる、人間的な魅力をもっている等の人間
的な成長や先見性など、将来に対応できる思考や教
育に備えるための能力の育成のため。主任は、看護
実践家として自己啓発できる、個性を伸ばす人間教
育ができる等の看護実践家としての成長やスタッフ
の教育ができるたあの能力を、学習の目的としてい
ることが認あられた。〈表3＞
　　自分自身の、今後学びたい、興味のある学習内容
を自由記載で記入してもらった。
　一般教養に関するもの、看護に関する内容に分類
された。一般教養は38．3％、看護は27．1％で、各論
的なものは、両者に属すると考えられるものが多く
34．5％を占あていた。
　婦長は、情報関係の項目が多く、前で述べた、将
来に対応できる能力の具現化の手段とも推察される。
主任は、看護理論や看護診断など、看護の各論志向
が認められた。〈表4＞
　その方法について、どのような心掛けで、また、
学習機会を活用しようと考えているかを30項目より
該当項目を全て選択してもらった。
　どのように心掛けているかは、主に新聞、テレビ、
雑誌、専門誌からの情報収集で、ほぼ80％以上の割
合であった。ラジオ、図書館で勉強するは11．5％以
下と低率であった。図書館については・当院の図書　　図1
館利用方法や図書の種類等にも原因があると推察さ
れる。
　婦長は新聞、雑誌から、主任はテレビ等からの情
報収集が多く認められ、これは世代の違いも関連し
ているものと思われる。スタッフとの関係での学習
方法は、主任の方が高率となっている項目が多く認
あられた。
　学習機会の活用では「看護協会主催の研修会に参
加」　「学会・研究会活動に参加」　「院内の研修会に
参加」の順で、いずれも70％以上であった。
　資格取得施設を活用したいと考えている人は、10
％未満で、その中では「大学院の修士課程へ進む」
が一番多く、5名9．6％で、そのうち4名は大学卒
業者であった。〈図7、8＞
IV　まとめ
　今回の婦長・主任に対する調査では、当院の職員構
成の影響もあり、対象は新人・中堅を中心とした傾向
が多くなった。
　目的、目標、内容、評価は、職位にともなう役割を
反映した結果が認められた。
　今回、少数ながらも、対象に婦長・主任を選んだ者
がおり、自らも人間的教育を目標に掲げているものと
して、教育対象としての管理者の在り方を考える必要
性が示唆された。
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回答者の背景 （　　）は％を示す
婦長 主任 合計
人　　数 27 26 53（100）
30～342（7．4） 8（30．7）10（18．9）
35～394（14．8）11（42．3）15（28．3）
40～447（25．9） 4（15．3）11（20．7）
45～499（33．3） 1（3．8） 10（18．9）年　　齢
50～543（11．1） 1（3．8） 4（7．5）
55～59 1（3．8） 1（1．9）
60～ 1（3．7） 1（1．9）
無回答 1（3．7） 1（1．9）
平均年齢 43．61 37．53 40．57
男 1（3．7） 1（1．9）
性　　別 女 26（96．2）26（100）52（98．1）
1～4 9（33．3）19（73．0）28（52．8）
5～9 10（37．0）6（23．0）16（30．1）職位の
o験年数 10～14
4（14．8） 4（7．5）
15～193（11．1） 3（5．7）
20～ 1（3．7） 1（3．8） 2（3．8）
大学 3（11．1） 3（11．5） 6（11．3）
短大 1（3．7） 2（7．6） 3（5．7）一般学歴 高校 22（81．4）18（69．2）40（75．5）
無回答 1（3．7） 3（ll．5） 4（7．5）
大学
短大3年 1（3．7） 2（7．6） 3（5．7）
短大2年
専門学歴 朝学校3年 21（77．7）18（69．2）39（73．6）
専門轍2年 4（14．8） 5（19．2） 9（20．0）
その他 1（3．7） 1（1．9）
無回答 1（3．8） 1（1．9）
経験有り 17（62．9）8（30，7）25（47．2）印画
経験無し 10（37．0）18（69．2）28（52．8）
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図2　婦長・主任が教育を必要と感じる対象
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図3　対象の理想像
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図4教育内容
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図5　学習機会活用
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図6　評価の活用
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表1
新人を一位に選んだ理由
婦　　長　　の　　傾　　向 人数 主　　任　　の　　傾　　向 入数
個人的 1．基本的知識・技術を身につける必要がある。 1．基本的知識・技術を身につける必要がある。
2．臨床に適応するための応用力を習得する必要が 6 2．いろいろな事を覚える時期である。 3
ある。
3．実務レベルで問題がある。
（業務やいろいろなケアができない状態である。）
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社会的 1．社会人として、プロフェッショナルとしての教 1，社会人・職業人としての導入期である。
育は、すぐに必要である。 2 4
2．感性を研くため。
管理 1．早く職場の戦力となってほしい。 1．早く一人前となり、戦力となってほしい。
2．新人の占める割合が多い。 7 2
3．東京医大の看護婦を教育し、育成するため。
教育 1．最初の教育が大切である。 1．最初の教育が大切である。（基礎が大切である。）
2．学校教育と臨床（現実）とのギャップが大きい。 2．学校と臨床とのギャップが大きい。
11 3．様々な学校を卒業しているので、教育レベルが 11
違う。
4。学校で取り入れていないことを、臨床で行って
いる場合がある。
中堅を二位に選んだ理由
婦　　長　　の　　傾　　向 人敷 主　　任　　の　　傾　　向 人数
個人的 1．一通りの業務ができるようになる時期。 1．業務に慣れる頃である。
2．看護というものが見えなくなる時期。 3 2．看護も流されていく傾向にある。 8
3．非日常的な判断ができない。 3．知識・技術を深める時期。
4．才能が一番のばせる時期。
5．自己の課題と目標を明らかにしていく時期。
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社会的 1．専門職業人として、一生を通しての看護の核を
自分の中に育ててほしい。 2
2．看護の喜びやすばらしさを知り、仕事を続けて
いく意欲を持ってほしい。
管理 1．次のリーダー・指導的役割がとれる。 1．後輩育成のための指導と役割モデルがとれる。
2．中堅（2～4年目が、病棟の主軸となっている。6 2．プリセプターという役割がとれる。 6
3．退職を考えるのが多い。 3．組織の中の自分ということを考えてほしい。
教育 1．看護の喜びを感じられるような教育が必要であ
@　る。
Q．自信に結びつく教育。
2
1．一年間の教育では不十分、継続した教育が必要
@である。
Q，リーダーシップがとっていけるような教育が必
@要である。
4
3．前向きに学んでいけるような姿勢を育てる。
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表2　教育評価
婦　　　　長 人 主　　　　任 人
2 ①毎月 1
1 ②半年毎 1
（1）定期的i③3・6・12カ月 2 q）定期的⑧月々のプリセプター会で 2
1 ④定期的 1
時期 i⑤1・3カ月・プライマリーになる前1
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（2）中間　　①秋頃 1
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（3）日々 2
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（4）年度末・一年後 7 ㈲年度末・一年後 5
①記録物・業務内容にてチェックする ①態度・知識・考える力・調べる力
②看護活動・勉強会を通じての勉強意欲等を参考にする ②看護技術
⑧日頃の勤務態度 ③理解度・傾向
④患者や家族との対応 ④受け持ち患者の記録を通して
⑤看護場面 ⑤看護観
⑥本人からの情報（適応状況など） ⑥自身の今後の方向性
内容 ⑦スタッフからの情報 ⑦課題への取り組みに対する反応
⑧患者・家族からの情報 ⑧実施行為
⑨医師からの情報 ⑨カンファレンス・看護記録物を活用
⑩プリセプティー・プリセプター会の情報 ⑩患者との関わりから
⑪感受性・認識力・積極性について ⑪患者の評価
⑫病棟内での業務の申し送りや記録を通して ⑫プリセプター・プリセプティー会を通して
⑬チェックリストの進み方
①プリセブター・先輩・主任による院内及び病棟の評価 ①婚導した結果の成果を観察する
表にもとづいた評価 ②今後の方向性を面接から
②達成度を観察やチェックリストを用いて ③目標達成度・問題点を面接し、フィードバックする
⑧基本的に看護婦・社会人に求められる姿勢を観察する ④客観的観察
④日常生活及び観察に必要とされる能力を観察する ⑤チェックリスト
方法 ⑤レポートで ⑥記録チェック
⑥プレテストで ⑦評価表
⑦成長度を観察から ⑧質問により
⑧自己評価・他者評価で ⑨レポートで
⑨本人との面接で ⑩プロセスレコードでフィードバック
⑪看護記録を参考に論文に記入
⑫ケースレポートで
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表3　理想とする婦長・主任像
婦　　　　　長 人 主　　　　　任 人
自分自身 1．柔軟性がある 2 1．判断力がある 2
2．決断力がある 3 2．洞察力がある 2
3．統括する能力がある 2 3．指導力がある 2
4．洞察力がある 2 4．統制力がある 2
5．責任感が強い 5．決断力がある
6．管理力がある 6．柔軟性がある
7．向上心がある 7．説得力がある
8．バランスがとれている 2 8．管理能力がある
9．感情のコントロールができる 2 9．調整力がある 3
10．先見性がある 10．客観性をもっている
11．人間的な魅力をもっている 2 11．哲学をもっている
12．一般教養がある 12．知識が豊富である 2
13．幅広い知識をもっている 13．看護職としての知識・技術がある
14．豊富な経験がある 14．看護実践家として自己啓発できる
15．寛大で社会常識をもっている 15．役割を具体的に実践できる
16．いろいろなことにチャレンジしていく 2 16．人間的に成長した人
17．積極的な行動がとれる 2 17．前向きに学習する 3
18．視野が広い 3 18．自分の立場を明確にできる
19．公平である 19．新しいことに目を向けている
20．交渉能力をもっている 20．視野が広い
21．仕事とプライベートの区別がつけられる 2 21．個性を伸ばす人間教育ができる
22．社会人として成熟している 22．スタッフ教育ができる
23．明確な判断ができる 23．信頼される 3
24．目標を持ち前向きに取り組む 24．自分勝手でなく自己満足しない
25．相手の立場にたって考えられる 25．科学的根拠を考えた研究的視点を持っている
26．自己理解ができる 26．論理的思考をもっている
27．信頼される 27．業務が全うできる
28．リーダーシップがある 28．明るくけじめがある
29．研究テーマを持っている 29．暖かく優しい
30．明るく笑顔がステキである
スタッフ 1．役割モデルになれる 1．役割モデルとなれる
に対して 2．スタッフを理解し、把握できる 2 2．社会人・女性・人間の先輩として関われる
3．考えを視野に入れている 3．能力や心を察知できる
4．特性を理解できる 4．平等にみる
5．話をよく聞くことができる 5．全員の意見が聞ける 4
6．利点を伸ばしてあげられる 6．一人一人に目を向けられる
7．自律に向けて働きかけができる 7．話しやすい雰囲気がもてる
8．成長を促せる教育ができる 2 8．レベルを理解し、適した学習計画が実施でき
9．患者・家族・スタッフを大切にする る
10．問題を一緒に解決し実践できる 9．効果的な指導、関わりができる 2
10．適切なアドバイスができる 2
11．手本となるようなリーダーシップがとれる 2
12．ともに考え実践していく
環　　境 1．スタッフが生き生きと働ける環境 1．安心して仕事に取り組める環境
2．相互啓発ができる環境
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表4　学びたいこと興味のあること
婦　　　長 人 主　　　　任 人
一般教養に
ﾖするもの
　①心理学
@②教育学
@③管理学
@④社会学
@⑤経済学
@⑥経営学
@⑦統計学
@⑧情報学
@⑨語　　　学
@⑩雑　　　学
黶@一　．　・　．　■　・　國　■　一　9　．　一　，　．　”　．　騨　o　冒　顧　冒　一　一　．　一　．　暫　騨　，　響　，　■　暫　虚　膠　一　．　■　一　一　．　．　．　卿　璽　．　・　，　・　顧　噛　一　匿　一　一
@①情報管理
@②情報処理
@③社会情勢
@④病院経営
@⑤診療報酬
@⑥　コンピューター
@⑦インターネット
@⑧カウンセリング
@⑨　自己分析
@⑩人間関係
@⑪マネージメント
@⑫評価について
　5
@2
@2
@1
@1
@1
@1
@1
@2
@1
D．一胃．一．一・一，
@1
@1
@1
@1
@1
@1
@1
@4
@1
@2
@1
@1
　①心理学
@②教育学
@③社会学
@④経済学
@⑤経営学
@⑥哲　　　学
@⑦雑　　学
･　胃　，　噛　■　9　・　一　■　．　冒　．　．　一　匿　o　．　■　．　．　マ　”　”　隠　唱　一　，　．　喀　，　．　．　■　一　一　P　一　旧　刷　璽　一　，　■　噛　■　o　冒　冒　暫　．　一　曝　■　冒　一　．
@①　カウンセリング
@②人間関係
@⑧　リーダーシップ
@④　コミュニケーション
@⑤　ストレスコーピング
@⑥生命倫理
@⑦教育評価
@⑧社会における現在の医療と、
@　その動向
@⑨一般常識
　4
@5
@1
@1
@1
@1
@1
D，．・．騨，■“■畠
@3
@1
@1
@1
@1
@1
@2
@1
@1
看護に関す
驍烽ﾌ
①専門看護
A成人病看護
B精神看護
C外来看護
D継続看護
E看護管理
F看護情報管理
G看護研究
H看護の最新ニュース
①専門看護
A家族看護
B看護管理
C看護理論
D看護診断
E看護研究
F思春期の疾患と看護
G最新の看護ケア・実践
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